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　令和７年（2025）３月、美術部門が分離独立、倉吉市に鳥取県立美術館と
して開館し、同年５月、鳥取県立博物館は自然史、歴史、民俗、美術工芸の総
合博物館として新たな歩みをはじめることになりました。
　新たなスタートを切る当館では、旧美術展示室を模様替えし、新たに鳥取
の歴史・自然を象徴し、当施設が立地する国史跡「鳥取城跡」とその城山で
ある「久松山」を核とした、歴史・自然史・美術工芸の総合的な企画展示「とっ
とりの藩と城」を開催します。
　展示では、鳥取県の発展の礎となった鳥取藩や鳥取城の歴史や文化、また
その背景について、国内屈指の大名家文書である “鳥取藩政資料”や旧藩主
池田家ゆかりの大名道具、絵画、やきものなど多彩な美術工芸品を用いてわ
かりやすく紹介するとともに、久松山の地質や生物相を事例に、鳥取県の自
然史についても紹介します。
　なお、本展は第５期展示であり、年度内にあと 1回展示資料の入れ替えを
行います。

ヒサマツミドリシジミ
久松山ではじめて確認
された蝶。梅唐草蝶文蒔絵薙刀拵

なぎなたこしらえ

鳥府久松山御積間図
天保 15 年（1844）　鳥取城の各曲輪などの寸法が詳しい

色々威胴丸具足（池田吉泰所用甲冑）
いろいろおどしどうまる いけだ よしやす

３代藩主池田吉泰所用の具足

護身用として用いられた武具。婚礼道具のひとつ

3 代藩主池田吉泰肖像
元文４年（1739）作成　坂川権右衛門画


